
百寿期 

まど・みちおさん 他界 ２０１４年２月２８日、稲城市の病院で。１０４歳。 

本名石田道雄 １９０９年（明治４２年）１１月１６日、山口県生まれ。北原白秋に認

められ、以来、作詩。童謡「ぞうさん」「やぎさんゆうびん」（作曲團伊玖磨）「一ねん

せいになったら」（作曲山本直純）の作詞など。小学校・中学校の校歌も。 

１９９４年国際アンデルセン賞。１９９９年朝日賞（１９９８年度）。２００３年日本

芸術院賞（５９回）。２００９年満１００歳に。 

◎最高年齢者 

大川ミサヲ １８９８（明治３１）年３月５日、大阪生まれ。２０１４年３月５日で満

１０６歳に。木村次郎右衛門さんが２０１３年６月１２日、１１６歳５４日で他界。男

性歴代世界一だった。 

◎100 歳に達した知名人 

日野原重明 聖路加国際病院名誉院長。１９１１（明治４４）年１０月４日山口生まれ。 

◎１００歳以上人口 

２０１３年９月１５日時点で、５万４３９７人。女性が４万７６０６人（８７・５％）、

男性が６７９１人（１２・５％）。厚労省「住民基本台帳」に基づき調査。 

◇これより「百寿期」（100歳～）人口は二〇一〇年一○月一日。「国勢調査」総務省統計局 

  生年         干支 年齢  人口（男・女）万人       流行語・流行歌 

一九一四  大正 三 甲寅一〇〇    １・５  ６・２  大正琴。｢カチューシャの歌｣｢朧月夜｣  

一九一三  大正 二 癸丑一〇一  １・０  ４・６  薩閥。新しい女。｢鯉のぼり｣｢海｣｢早春譜｣ 

一九一二  大正 一 壬子一〇二 ０・７   ３・３  大正維新。閥族打倒。｢都ぞ弥生｣｢春の小川｣ 

一九一一  明治四四 辛亥一〇三   ０・４   ２・２  元始、女性は実に太陽であった。｢二宮金次郎｣ 

        一〇〇歳以上   ０・６   ３・８ ４・４万人（二〇一〇年一○月一日「国勢調査」） 

  一〇〇歳以上 男６７９１  女４万７６０６  ５万４３９７人（二〇一三年九月一日 厚労省調査」） 

一九一○  明治四三 庚戌一〇四    ―     ―   主義者。小学唱歌。｢春が来た｣｢われは海の子｣ 

一九○九 明治四二 己酉一〇五     ―     ―  馬鹿な奴じゃ。マラソン。｢ローレライ｣｢菩提樹｣ 

一九○八 明治四一 戊申一〇六     ―      ―  浮華軽佻。耽美派。｢人を恋うる歌｣｢ハイカラ節｣ 

一九○七 明治四○ 丁未一〇七     ―      ―    自然主義。美顔術。キリン。｢旅愁｣｢故郷の廃家｣ 

一九○六 明治三九 丙午一〇八       ―     ―    黄禍論。成り金。無政府主義。｢青葉の笛｣ 

一九○五 明治三八 乙巳一〇九       ―     ―    天気晴朗なれど波高し。二○三高地。｢戦友｣ 

一九○四 明治三七 甲辰一一〇       ―     ―    軍神。君死にたまふことなかれ。｢日本陸軍｣ 

一九○三 明治三六 癸卯一一一     ―     ―    アジアは一つなり。人生不可解。魔風恋風。 

改元 
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◎ほん 

『１００歳、ずっと必要とされる人』 

福井福太郎 広野彩子 著 

２０１３年５月２７日 

日経ＢＰ社 １０５０円（税込） 

 

福井福太郎 ふくい・ふくたろう 

１９１２年（明治４５年）5 月１９日生まれ。慶応大学助手、「福井ファ

ー」を開店、４９歳で望月証券に入社、７０歳から東京宝商会に勤務。 

広野彩子 ひろの・あやこ 日経ビジネス記者。 

序 章 辻堂から神田まで、僕の毎日。 

第１章 昔えらかったとか、えらくなかったとか、どうでもいいことなんです。 

第２章 100 歳まで働けるなんて、ありがたいよ。 

第３章 働き続けるのは、それが本能だからだよ。 

第４章 差別も軍隊生活も経験した。でも、不幸だなんて思ったことはないよ。 

第５章 死んだら宇宙の一部になれるんじゃないかな。 

第６章 人間、人のために生きなきゃ。 

第７章 日課は、新聞を読み、辞書を引くこと。長生きの秘訣? そんなものないよ。 

第８章 資本主義だって、永遠には続かないよ。 

第９章 もう死ぬことなんて、あまり考えなくなったよ。  

 

 

『あら、もう１０２歳』 

俳人金原まさ子の、ふしぎでゆかいな生き方 

金原まさ子 

２０１３・４・２３  

草思社 １２６０円 

 

４９歳ではじめた俳句、１００歳ではじめたブログ・・ 

日々、ふしぎがり、おもしろがってうっかり、 

大人になることを忘れました。 

いつまでも少女の心を持って、 

みずみずしい感性を保つための新しいヒント。 


